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 審議会等の内容・概要 

１ 開会 

 

２ あいさつ  中谷会長 

 

３ 議題 

（１）「かわじま子育て応援プラン」の進捗管理等について 

 ・事務局より、かわじま子育て応援プランについて、今年度の実績を説明しました。 

 ・かわじま子育て応援プラン実現に向け、町全体で実施した事業について、調書に基

づき説明しました。 

 ・昨年度末より開始した産前・産後ヘルパー事業について、実績を説明しました。 

（２）川島町子どもの遊び場整備事業について 

・事務局より、平成２７年度から実施している子どもの遊び場整備事業について、今 

年度の実績を説明しました。 

（３）川島町子育て支援総合センター「かわみんハウス」について  

・事務局より、４月からオープンした川島町子育て支援総合センターについて、概要

を説明しました。続いて指定管理業者であるシダックス大新東ヒューマンサービス



より、今年度の事業実績及び来年度に向けた課題について、説明がされました。 

（４）その他 

・会議は公開であることを説明し、会議録の署名委員は杉浦委員と小林委員に依頼し

ました。 

  

４ 閉会 高倉副会長 

 

 

ご意見まとめ 

（１）川島町こども子育て支援事業計画「かわじま子育て応援プラン」について 

【会 長】幼稚園・認定こども園の平成２９年度実績入園見込人数が２３７人となって

おりますが、当初の見込人数より３５人上回ります。計画を立てた時点では

数が減っていくと想定して人数を見込みましたが、平成３１年度時点では予

想より減らない可能性があります。確保方策として十分な枠は確保できます

が、将来的に見直しが必要かもしれません。 

      同様に、保育園３～５歳の平成２９年度実績入園見込数は１３７人、平成

３０年度、当初見込人数は１４１人と４人増となりますが、同様に想定した

人数と比べると、減少せずに増加しております。 

      確保方策の人数の近似値まで増加しておりますので、こちらについても、

計画の見直しが必要と思われます。 

      保育園０～２歳について、認可保育園が町内に開園したことにより、選択

肢が増えたのは喜ばしいです。 

      地域子育て支援事業について、川島町子育て支援総合センター「かわみん

ハウス」オープンにより、実績が大幅に増加しましたが、今後も今年度以上

に多くのかたにご利用いただければと思います。 

      乳児訪問事業について、実績が大きく減少しておりますが、これは実際の

川島町の出生数が減少したということがわかります。 

      子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）について、

今後の予定・計画はどのようになっているのでしょうか。町独自で実施、も

しくは周辺市町村と合同実施を考えているのでしょうか。 

【事務局】子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）について、近

隣の市町村で実績のある施設での実施を検討していますが、具体的には決定

していません。町ではなく、市で実施しているため、周辺町村で連携できれ

ばと考えております。 

【会 長】実績なしは仕方がないことですが、事業に対する住民からの問い合わせはな

かったのでしょうか。 

【事務局】ありませんでした。 

【会 長】おそらく、他市町村でこういった事業が実施されていることを知らない可能

性が高いと思われます。実際、子育て短期支援事業（ショートステイ・トワ

イライトステイ）について知らないかたが多いのではないでしょうか。 

潜在ニーズはあるはずなので今後も検討をお願いします。 

【会 長】ファミリーサポート事業について、利用者増はなぜでしょうか。 

【事務局】延べ人数で実績を計上するため、長期かつ兄弟での利用があれば増加します。 

【会 長】住民に認知ができてきたことも理由の一つだと思います。今後、さらに利用

者が増えることを考え、サポーターの人数確保を検討していただきたいと思



います。 

      一時預かりについても、全体的に増加しております。計画見直しも検討す

る必要があります。 

      病児・病後児保育について、今年度において、利用者数はほとんどおりま

せんでしたが、他市町村では、インフルエンザの時期等は予約でいっぱいと

いうところもあります。これは自宅で対応するということなのか、事業が知

られていないという周知不足なのでしょうか。 

【事務局】町外（東松山市）で預ってくれる病院があるため、そういったところを利用

していると考えられます。また、周知が不足していることも理由の１つと考

えられます。 

【委 員（保育園長）】保育園の園児が病気となった場合、祖父母に預かってもらうケー

スと病院内保育を利用するケースの両方が見受けられます。 

【委 員】産前産後ヘルパー事業について、母子手帳を受けてから、出産後１年までが

対象とのことですが、利用可能期間の後はファミリーサポート事業を利用し

てもらえばよいのでしょうか。 

【事務局】産前産後ヘルパー事業は、家事代行を行う事業であるため、ファミリーサポ 

ート事業と内容が異なります。出産後１年からは、ファミリーサポート事業

で子どもを保育してもらう形に切り替えてもらうという利用方法を想定して

おります。 

【会 長】利用目的は異なりますが、うまく利用することで産前・産後の保護者の援助

につながるので、今後も拡充していただきたいと思います。 

【委 員】新たな認可保育園であるあすか保育園について、２歳まで入所できますが、

卒園後３歳から他の保育園に入所となります。町では、どのように考えてい

ますか。 

【会 長】他市町村でも問題になっているところもあります。是非注意していただきた

いです。 

      連携保育制度（２歳で卒園する児童に対し、３歳で新規入所できる保育園

の枠を確保すること）については、制度上では開設して数年間は猶予期間を

設けて、実施しなくてもよいことになっておりますが川島町では優先的に入

所できるようにはなっていないのでしょうか。 

【事務局】町としては、３歳から町の保育園で受け入れるという考えです。 

【会 長】事業調書について、各課の評価は自己評価なのでしょうか。 

【事務局】自己評価となっております。 

【会 長】１つの課のみが対象となっている項目、複数課にわたる項目がありますが、

いずれかの課が実施しております。実施してない課の自己評価はＥランク（最

低）になっておりますが、町としてはどのように考えているのでしょうか。

事業をやるべきという考えなのでしょうか。 

【事務局】同じ内容の事業を複数課で別々に実施する必要もないと考えております。 

【会 長】目的が違う課なので実施する事業内容も基本的に異なります。重複は避けら

れればよいと思います。 

【委 員】将来的に、障がいを持った保護者を対象とした訪問型の事業（保育など）を

検討していただきたいです。 

【会 長】他市町村では、障がいを持ったお子さんを対象とした保育事業がありますが、

今回ご意見いただいたものと性格が異なります。 

ひきこもり等により、（外に）出ることができない家庭に訪問するという



のは、課題の一つとなっております。今後、検討していただきたいと思いま

す。 

【事務局】今年度は、かわじま子育て応援プランの中間年度になります。概ね、計画ど

おりに進捗しています。しかし、ニーズ調査と異なる結果が出ている事業も

あるため、今後事業ごとに検討する必要があります。 

 

（２）川島町子どもの遊び場整備事業について 

【会 長】整備中・整備後の地域住民からのご意見・ご要望はあったのでしょうか。 

【事務局】整備後にフェンスをつけたいという要望があった地域では、別の補助事業（一

部補助）でフェンスを設置しました。 

【会 長】保護者や区長からの感想はどのようなものがあがっているのでしょうか。 

【事務局】保護者から遊具が新しくなったこと・危険な遊具がなくなったことについて

良かったとの声を伺っています。 

【委 員】整備される前は、保護者は児童が安全に利用できるよう気を使う必要があり

ました。フェンスが設置され、以前よりも注意を払う必要がなくなってよかっ

たと思います。 

【委 員】町内の公園の遊具更新・もしくは閉園について、利用者等の聞き取り調査は

実施したのでしょうか。 

【事務局】整備の打ち合わせ時に各地区区長に地域の状況をお伺いしたうえで、整備を

実施しています。 

【委 員】整備後の定期的な安全点検について、どのように考えているのでしょうか。 

【事務局】来年度ですべての児童遊園地の整備が終了します。その後、定期的に町での

点検実施を検討しています。 

【会 長】ガイドラインに沿って、事故防止のためにも、点検をぜひ実施していただき

たいと思います。 

 

（３）川島町子育て支援総合センター「かわみんハウス」について 

【委 員】かわみんハウスを利用している保護者が職員から「折り紙などを持ち込んで

工作を行う際に、危険なためハサミは使用できない。」と言われたとのこと

でした。安全なハサミを用意する等工夫して、利用者のニーズに対応してい

ただきたいです。 

      また、職員について、いつも手が空いているように見えますので、余裕が

あるのであれば、紙芝居などで児童に関わっていただきたいです。 

      講座や事業について、小さい子（就園前）向けのものが多いので、小学生

までの児童向けの事業も増やしていただきたいと思います。 

      遊具については、幼稚園の遊具をそのまま利用しているので、就園前の児

童向けの遊具も設置していただきたいと思います。 

【指定管理業者（シダックス）】ハサミ使用については、検討します。職員についても

紙芝居、パネルシアターなどで、児童に積極的に関わっていきます。 

【事務局】遊具については、今年度は屋外用ボルタリング遊具を設置しました。現在は、

幼稚園時の稼働遊具が中心となっております。今後も、保護者の意見を参考

に新たな遊具の設置について検討していきます。 

【会 長】是非、来年度の計画に盛り込んでいただきたいと思います。 

【委 員（民生委員）】親子教室について、民生委員・主任児童委員が関わらせていた

だいていたのですが、来年度以降はどのように実施するのでしょうか。 
   



 

 


